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『想い』に我々が出来る事





平成２６法人年度ウイング事業所ミッション

「自己を磨き、効率的かつ有効な業務を
遂行し財務強化に努める」

行動目標

①年間平均稼働：入所９７％以上・通所８０％以上
を目指す。

②委員会・会議すべての「決定」までのプロセスを
見直し、再構築を行い、最も効率的で有効な運営を
図り、最速でご利用者のサービスに反映する。



そして、もう一つ…

つまりは…
６か月平均の在宅復帰率３０％超

③在宅復帰・在宅療養支援機能加
算を取得し、ご利用者に安定・安
心した生活を提供する。



とは言っても
まず何をしたら良いのやら…

在宅復帰へ向けたニーズは？
やはり「トイレ動作の自立」が多い

一般棟３Ｆを
「在宅復帰強化フロア」に指定

３Ｆには各居室にトイレがあるので
生活リハが行いやすいのでは？



他に自宅での生活に必要なことは？

「歩けるようになりたい！」
「階段が使えるようになりたい！」
でないと自宅では生活できない…

毎日、歩行の訓練をしましょう！
階段昇降の訓練をしましょう！

「元気クラブ」をやりましょう！



中には、
最短１ヶ月で自宅へ帰られる方も…

プラン提示後の「元気クラブ」実施では遅い…
１か月中２週間が無駄になってしまうかも…

じゃあ、すぐに歩きましょう！
すぐに「元気クラブ」をやりましょう！



通常の入所者は
３ヶ月毎にプランを見直しているが…

では、１か月ごとに見直して
状態に合わせてプランを作りましょう！

３ヶ月じゃ、自宅へ帰ってしまう。
利用者の状態は日々変化する。
３ヶ月同じプランではダメでは？



課題や問題点は？

①「元気クラブ」対象者の増加

②入退所業務の増加

⑤ケアプラン作成頻度が増加

④自宅訪問への介護スタッフ同行が難しい

③利用者層の変化による事故リスクの増加

従来からのフロア業務が整備できないまま取り組み…

フロアの業務負担が増加してしまった。



取り組みの結果…
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そして、平成２７年１月には



その後も…
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今後に向けて

平成２７法人年度ウイング事業所ミッション

【地域に根ざした
「かかりつけ老健」を目指す】

そして行動目標は…



老健に本来求められている機能は？

「在宅復帰」
地域において、その役割の一端を担う

「在宅復帰支援機能加算」取得継続に向け
たプロセスの見直しと強化を行い、整い次
第「強化型」取得に向けて準備を進める。
そして加算継続と同時に年間入所平均稼働
率９７％以上を目指す。

ご清聴ありがとうございました。


